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Abstract 最近のITを代表する言葉である「クラウドコンピューティング」。2011年の1年間で日経新聞朝刊

に388回も登場し、今最も盛り上がっていると言っても過言ではありません。ただ一方でこのクラ
ウドコンピューティングという言葉、バズワードではないかと考えている人が多く存在するのも
また事実なのです。近年、ITは急速に進歩しており、その目まぐるしく進む様子を称してドッグ
イヤーとも呼ばれています。そのITの進歩に伴い、新たな呼称が次々と生み出されては消えてい
く。そんな状況を鑑みると、クラウドコンピューティングもその一つではないかと思われるのも
致し方ありません。このような混沌の中、グーグル、アマゾン、セールスフォース・ドットコム
などのネット企業に加えて、マイクロソフト、IBMといった海外の大手ITベンダーからNTTグルー
プ、富士通、日立にいたる国内の大手ITベンダーまで、時流に乗り遅れまいと何かしらのクラウ
ドコンピューティングを謳ったビジョンやサービス、製品を発表しているのが現状なのです。
そこで、これら混沌としている現状をはっきりさせる必要があると考えました。本研究では始め
にクラウドコンピューティングの本質を明確にします。それによりクラウドコンピューティング
に対する考えを統一させ、クラウドコンピューティングの近未来における方向性を明示していき
ます。
さらに示したクラウドコンピューティングの方向性において、経営におけるクラウドコンピュー
ティングの活用方法に焦点をあて、事業戦略上どのようなことが重要になるのかを事例を通して
、抽出していきます。そして、そのような過程を経て抽出したクラウドコンピューティングの要
諦が、ITベンダーによる最適なクラウドサービス構築に寄与することを期待します。
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クラウドコンビューティングを活用した事業戦略の一考察

(内容の要旨)

最近の ITを代表する言葉である「クラウドコンビューティングJ0 2011年の 1年間で日経

新聞朝刊に 388回も登場し、今最も盛り上がっていると言っても過言ではありません。ただ

一方でこのクラウドコンビューティングという言葉、パズワードではなし、かと考えている人

が多く存在するのもまた事実なので、すO 近年、 ITは急速に進歩しており、その目まぐるしく

進む様子を称してドッグイヤーとも呼ばれています。その ITの進歩に伴い、新たな呼称が

次々と生み出されては消えてし、く。そんな状況を鑑みると、クラウドコンビューティングも

その一つではなし、かと思われるのも致し方ありません。このような混沌の中、グーグFル、ア

マゾン、セールスフォース・ドットコムなどのネット企業に加えて、マイクロソフト、 IBM

といった海外の大手 ITベンダーから NTTグループ、富士通、目立にいたる国内の大手 ITベ

ンダーまで、時流に乗り遅れまいと何かしらのクラウドコンビューティングを謡ったビジョ

ンやサービス、製品を発表しているのが現状なのです。

そこで、これら混沌としている現状をはっきりさせる必要があると考えました。本研究で

は始めにクラウドコンビューティングの本質を明確にします。それによりクラウドコンビュ

ーティングに対する考えを統一させ、クラウドコンヒOューティングの近未来における方向性

を明示していきます。

さらに示したクラウドコンビューティングの方向性において、経営におけるクラウドコン

ビューティングの活用方法に焦点をあて、事業戦略上どのようなことが重要になるのかを事

例を通して、抽出していきます。そして、そのような過程を経て抽出したクラウドコンビュ

ーティングの要諦が、 ITベンダーによる最適なクラウドサービス構築に寄与することを期待

します。
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